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キャンパスライフ改善
「RE-CYCLEプロジェクト」

-放置自転車をなくして快適ライフ -



本学のキャリア教育基本方針



■目的：技術者に求められる基本的素養について理解し、
PBLによってそれを体験的に身につける.
これにより技術者としての社会人基礎力を養う.

■育成する能力：
① 課題発見能力

②エンジニアリングデザイン能力（課題解決能力）
・要求仕様設定力 ・専門知識応用力
・コミュニケーション力 ・グループワーク力
・コスト分析力 ・報告書作成力

③技術者倫理

④プレゼンテーション能力

「キャリアデザインＣ」の目的と育成する能力



「キャリアデザインＣ」 授業計画

4月

5月

6月

7月

8月

①ガイダンス
② プロジェクトとは
③
④
⑤
⑥
⑦

⑪
⑫
⑬
⑭

プロジェクト遂行
の基本

専門プロジェクト
演習

前学期 90分授業、半期２単位

9月

10月

11月

12月

１月

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

技術者倫理と
コンプライアンス

特別プロジェクト演習

⑮専門PBL発表会

⑧基礎PBL発表会
⑨
⑩
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■テーマ： 本学の学内における環境に関する課題を
見つけ、それを解決する.

■プロジェクトチームの条件：
・人数：４～５名／チーム

・学年：３年生を主とするが他学年の学生

が混在することは可

・経費：７万円以内／チーム

■助言体制：

・各チームにTTA （企業ＯＢ等）

専門PBLのテーマと
プロジェクトチームの条件
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■テーマ： 本学の学内における環境、特に自転車
に関する課題を見つけ、それを解決する.

■「RE-CYCLE」チームのアプローチ：

・学内の乱雑な自転車駐輪 / 放置問題を学内環境改善の

課題として設定し、管理者 / 利用者（学生）の双方の

利便性に配慮 ⇒ ５Ｓ の観点を踏まえて多角的に解決.

・まず、現状の調査把握：自転車管理状態（管理規則、登録、

放置状況等）について大学関係者へのヒアリング、駐輪場

および学生の利用実態の調査 ⇒ 問題点の把握.

・調査結果を踏まえて課題解決策の提案および実証実験

⇒ リユース / レンタルサイクル（共同利用）制度、駐輪場

の最適設計 / 実証実験、運用管理 / 監視システム.

「 RE-CYCLE 」チームの取り組み
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「RE-CYCLE」チーム
森本 純平
新村 周
田村 耕太郎
峯水 延浩

電気通信大学PBLチーム

-放置自転車をなくして快適ライフ -



プロジェクトの背景

自転車の利点
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現状 大学生協前利用状況

・区画を超えて溢れかえる自転車

・通路を完全に塞いでおり通り抜け出来ない

・地震や火災などの災害時に危険
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現状 大学生協前利用状況

・区画を超えて溢れかえる自転車

・通路を完全に塞いでおり通り抜け出来ない

・地震や火災などの災害時に危険

乱雑な使用状況

快適なキャンパスライフを阻害
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予算の無駄

管理システムが必要

駐輪場がない

・駐輪可能台数1300台に対し登録されている自転車は1800台

・放置自転車の廃棄費用が年間50万円かかっている

・駐輪や放置自転車を管理するシステムが存在しない

大学への調査 学生課へのヒヤリング
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利用者への調査
学生に利用状況についてのアンケートを実施

対象

1～３年生 授業中にアンケート配布
サークル
大学院 研究室

マークシート形式で回答

合計３００名が回答

駐輪マナー
駐輪場の収容台数は十分か
不要自転車の回収
自転車での学内移動回数
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アンケートの結果

そう思う
２６％

思わない
７０％

譲渡してもよい
７０％

考えない
２６％

使用しなくなった自転車を大
学に譲渡しても構わないか？

1回
２７％

２～３回
５０％

４～５回
１２％

６回以上
１０％

一日に学内の移動で何回
自転車を使いますか？

全体の７７％が
一日３回以下の移動

不要自転車を処分
したい学生が多数

７割が共通の認識

現在の駐輪所の収容台数で
十分と思いますか？
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解決策

1.駐輪場最適設計

2.ICタグ駐輪管理システム

3.レンタサイクルの導入

駐輪場がない

管理システムがない

廃棄費用



駐輪場の最適設計
駐輪禁止看板を立て、駐輪所以外の駐輪禁止を告知

立て看板を立ててP棟裏の駐輪場へ誘導

駐輪所

自転車
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建物裏のほとんど使われていない駐輪場を活用

駐輪場の最適設計

駐輪禁止看板による、駐輪禁止の告知
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建物裏のほとんど使われていない駐輪場を活用

駐輪場の最適設計

駐輪禁止看板による、駐輪禁止の告知
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駐輪台数の推移

利用者のニーズを調べる事が重要
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RFIDを用いた管理システム

RFID 学生証

学籍
情報

生
協

大
学

自転車 学生
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RFIDを用いた管理システム

RFID 学生証

学籍
情報

生
協

大
学

自転車 学生
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解決策

学
生

大
学

グラウンドまで遠い・・・

レンタサイクルシステムの導入

もう使わないし・・・

撤去費が・・・

不要な自転車を譲渡

希望者に販売・貸出
修繕
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レンタルサイクル用駐輪所の設計

レンタサイクルの貸し出し場所

学内の全ての人が借りやすく
返しやすい場所であること
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レンタサイクル用駐輪所の設計
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まとめ

学生の意識への働きかけ

・駐輪規則の表示を学内に増やす
・大学ＨＰに駐輪規則を掲載
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このプロジェクトを振り返って

自転車

理系の
知識

人間

学生
アイデア

ステーク
ホルダ利便性

分散
配置最適化

Management
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ご静聴ありがとうございました

電気通信大学
「RE-CYCLE」 チーム


